
1. 目的・場面・状況に合った自然な英語

　ストーリーの利点は、なんと言っても英語に

よる発話の目的や場面、状況がしっかりと設定

できることです。例えば、現行の学習指導要領

から中学校で扱われることになった「仮定法過

去」は「現実でない願望を表す」とよく説明さ

れます。ですが、生徒には何のことだかわかり

ません。右下の場面とせりふならどうでしょう。

　光村図書が英語教科書を初めて発行したのは、

今から約30年前。私も創刊当初から関わって

いますが、当初から、等身大の中学生の主人公

と、魅力的なストーリーに引き込まれ、ワクワ

クしながら学ぶことができるのが特長の教科書

でした。とても自然でリアルな英語、そして、

中学生にとって身近な場面・題材を大切にしな

がら編集していました。

約30年続く、ストーリーの教科書

英語の学びにいい理由

　では、なぜ変わらずにストーリーを大切にし

ているのでしょうか。そこには、「子どもたちが

楽しく学ぶことができる」だけでなく、英語の

学びにとっていい理由があり、効果的に力をつ

けていくことができるからです。ここでは、3

つのことをお伝えしたいと思います。
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　まさに「こうだったら

いいのに」という二人の

気持ちがよくわかります。

キャラクターになりきっ

てこのせりふを言ってみ

ると、より理解できるの

ではないかと思います。

2. 自然にインプットの量が増える

　光村図書のストーリーは、得意なこともあれ

ば苦手なこともあるリアルな中学生が成長する

姿を描いています。「そうそう、わかる」「こうい

う友達、いるなあ」と共感し、「続きが知りたい」

「もっと内容を理解したい」と何度も読んだり聞

いたりします。自然とインプットの量が増えて

いき、英語の理解につながります。

3. アウトプット、発信につなげやすい

　アウトプットの前提となるのは、2.の「豊富

なインプット」です。何度もストーリーに触れ

ることで、キャラクターが話したせりふが生徒

自身の言葉になります。また、彼らへの共感が

「自分ならどう言うか」という意識を生み、英

語で発信するきっかけになります。

　このように、ストーリーを通じた英語学習は、

豊かなインプットとアウトプットにつながり、

楽しく力がついていくのです。

光村図書の
ストーリーが、
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「Here We Come! 中学校英語出張ゼミナ
ール」でも、ストーリーを取り上げました。
ぜひご覧ください。 仲良しのTinaとのお別れの場面

Eriのせりふ

I wish you weren’t leaving.I wish you weren’t leaving.
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スニングによる本文の概要把握が主となります

が、10回程度音声を聞いた後、理解したこと

を言える範囲で言わせる取り組みを行います。

そして約10か月後、最後のラウンドで改めてリ

テリングを行います。この際、教員による表現

の指定はありません。また、メモなどはなく、

即興的な発話です。Unit 1の生徒の発話を文字

に起こしたところ、同じストーリー（Unit 1）の

リテリングながら、ラウンド1の「お試し」から、

次の変容が見られました。

①生徒が時制や状況をより正確に表すよう意識

するようになった様子が見られた。

②使用する表現の広がりが見られた。

　ラウンド1のときには誰も使っていなかった接

続詞when（Unit 1で初出）や、to不定詞（小学校

や1年で表現として触れてきた）が、最後のラウ

ンドでは使われるようになっていました。 教科

書で出てきたto不定詞を含む言い方をそのまま

使うだけでなく、自ら作り出して表現する様子

も見られるようになりました。

　ラウンド1の「お試し」から最後のラウンド

のリテリングに至るまでの間に、生徒は本文を

50回以上聞いたり読んだりしています。実際の

生徒の発話から、Unit 1～8で本文に繰り返し

触れてきたことで、いろいろな場面・文脈で使

われているさまざまな表現を理解し、状況に応

じて使えるようになったと考えられます。

　今後も、5ラウンドを実践されている先生方と

もに、多くの生徒の姿からうかがえる発話の伸

びについて、検証していきたいと考えています。

　3年間、教科書を使う生徒とともに登場人物

が成長していくストーリーが特徴の『Here We 

Go!』。その特徴を活用して行う「5ラウンドシ

ステム」（以下、5ラウンド）は、現在全国の100校

以上の学校で実践されています。

　5ラウンドは、もともと「生徒が英語を通じて

自分の思いや考えを伝えられる力を育成する」

ことを目的としたカリキュラムです。実際に、

生徒は戸惑うことなく英語を使い即興でおしゃ

べりし、母語のようにスラスラと書く姿が見ら

れます。そうした姿を見た先生方により、徐々

に実践が広まっていったと考えられます。一方

で、「具体的に力がどう伸びるのか」という不

安の声も聞かれます。そこで、生徒の力の伸び

の傾向を具体的に見ていく必要性を感じ、実際

に5ラウンドを行っている中学2年生の授業に

おける生徒の変容を見ることにしました。

　このクラスでは、ラウンド1で「お試しリテリ

ング」を行っています。ラウンド1は、通常リ

生徒の力はどう伸びる？

生徒のリテリングの変容

「英語教育相談室No.6」の特集でも、ラウ
ンドシステムを取り上げました。ぜひご覧く
ださい。

リテリングで
生徒の表現力が向上！
―ラウンドシステムの可能性

ラウンドシステム 解説
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（例）ラウンド1での発話: They and Hajin talk about 
on spring vacation. → ラウンド5での発話: And 
they are talkingare talking about spring vacation.  are talking about spring vacation.  are talkingare talking about spring vacation.  are talking
<同生徒による。原文のまま>
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